
生物学科駒場ガイダンス
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１．メンバーの紹介
２．⽣物学科での学修の紹介
３．研究例の紹介
４．質問コーナー



・ 多様な⽣き物に触れることができる
・ ミクロからマクロ、ウェットからドライの
様々な研究のアプローチを体験できる
・ 個⼈の興味に根差した⾃由な視点
からの研究ができる

生物学科はこんなところ！



生物学科での講義の全体像



第3学年・B系 Sセメスターの時間割

時
曜

午前 午後

１限 ２限 ３限 ４限 ５限

8:30～10:00 10:25～11:55 13:15～14:45 15:10～16:40 17:05～18:35

月 植物生理学Ⅰ 動物発生学 I 生物科学共通実習

火 細胞生物学 生物科学共通実習

水 生物統計学演習 分子進化学 生物科学特別講義Ⅰ
生物科学

セミナーⅠ

木 ゲノム動態学 I 動物生理学Ⅰ 生物科学共通実習

金 植物発生学Ⅰ 生物科学共通実習

（B系提供）
選択科目

A・B系共通
選択必修科目

B系
必修科目

A・B系共通
選択科目

午前中は講義、午後は実習！



時
曜

午前 午後

１限 ２限 ３限 ４限 ５限

8:30～10:00 10:25～11:55 13:15～14:45 15:10～16:40 17:05～18:35

月 進化動物学
動物生理化学

生物科学専門実習Ⅰ～Ⅳ
植物系統進化学

火 科学英語演習 進化発生生物学 生物科学専門実習Ⅰ～Ⅳ

水 海洋生物学
生体調節機構学

生物科学特別講義Ⅰ
生物科学

セミナーⅡ
進化生態学

木 植物生理学 II
動物発生学II

生物科学専門実習Ⅰ～Ⅳ
植物発生学II

金
動物生理学Ⅱ

生物科学専門実習Ⅰ～Ⅳ
ゲノム動態学 II

B系
選択科目

A・B系共通
選択必修科目

B系
必修科目

A・B系共通
選択科目

第3学年・B系 Aセメスターの時間割
動物と植物、興味のある分野を追究



医学部実習
（必修科目）

A系実習
（必修科目）

A系講義
（選択科目）
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年代学 人体解剖学:人体解剖学実習

細胞生物学

人体解剖学:人体解剖学実習

人体解剖学:人体解剖学実習

人体解剖学:人体解剖学実習

人体解剖学:人体解剖学実習
人類生体機構

学
金

水
生物統計学演

習

木

月

火

人類学演習LLL

分子進化学

古人類学

集中講義・実習： 人類生態学、年代学、人類学特別講義I、人体解剖学実習、
人体組織学実習、人類学野外実習、人類生物学実習、人類機能形態学実習
、A・B系共通講義

（選択必修科目）

第3学年・A系 Sセメスターの時間割



集中講義・実習： 生理人類学、生体人類学、文化人類学、先史学実習、
人類生物学実習、人類学野外実習、人体組織学実習、人体生化学実習

時
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木

金
人体組織学実習

人類学演習?@
人類遺伝学実習

人体生化学

人類遺伝学実習

人類機能形態学実習

人類遺伝学実習

人類遺伝学 集団生物学?

人体組織学実習

人類遺伝学実習

水

火 科学英語演習 人体生化学

月

午前 午後

人体組織学実習
人体生化学

人類遺伝学実習

医学部実習・講義
（必修科目）

A系実習
（必修科目）

A系講義
（選択科目）

A・B系共通講義
（選択必修科目）

第3学年・A系 Aセメスターの時間割



必修科目
・研究倫理（0.5単位）

選択必修科目
・細胞生物学
・分子進化学
・生物統計学演習
・科学英語演習（生物学科提供）
・動物学臨海実習（臨海実験所）

・植物科学野外実習 I（日光植物園）
・植物科学野外実習 III（北八ヶ岳）
・臨床理学実習

科学英語演習（生物学科提供・Aセメスター）
1〜4 名程度の少人数講義・論文輪読など
12名の教員が3ピリオドに分かれて行う
各ピリオドごとに教員を選択
（1ピリオドは4コマ）

研究倫理
3・4年次のS・Aセメスターに随時
2コマ（105分 x 2コマ）

（研究科共通教材＋学科独自教材
＋試験＋宣誓書）

3年次のA・B系に共通な必修・選択必修科目

選択科目
・生物科学特論
・生物科学特別講義
・科学英語（理学系研究科提供）

科学英語（理学部・Aセメスター）
9〜15人程度の少人数講義
ネイティブな講師による話す・聞く講義
Advanced と Basic コース、土曜にも開講
（9月にクラス分けテスト実施）

詳しくは、理学部便覧参照のこと

実習
交通費・宿泊費の約半額(50%)を補助します



生物学科での講義の全体像



時
曜

午前 午後

１限 ２限 ３限 ４限 ５限

8:30～10:15 10:25～12:10 13:00～14:45 14:55～16:40 16:50～18:35

月 生物科学特別実習Ⅰ・Ⅱ

火 生物科学特別実習Ⅰ・Ⅱ

水 生態系機構論 生物科学特別講義 I
生物科学

セミナー I

木 生物科学特別実習Ⅰ・Ⅱ

金 生物科学特別実習Ⅰ・Ⅱ 人類学演習III

4年次 Sセメスターの時間割

選択科目
必修科目
（特別実習）

選択科目
（特別講義・
セミナー）

＊生物科学特別実習の時間帯は、各研究室のルールに従うこと（10:00〜19:00など）。

プレ卒研（約１ヶ月半ずつ、研究室に所属して研究の基礎を学ぶ）



時
曜

午前 午後

１限 ２限 ３限 ４限 ５限

8:30～10:15 10:25～12:10 13:00～14:45 14:55～16:40 16:50～18:35

月 生物科学特別実習 III

火 生物科学特別実習 III

水 生物科学特別講義 I
生物科学

セミナー II

木 生物科学特別実習 III

金 生物科学特別実習 III 人類学演習IV

4年次 Aセメスターの時間割

選択科目
必修科目
（特別実習）

選択科目
（特別講義・
セミナー）

＊生物科学特別実習の時間帯は、各研究室のルールに従うこと（10:00〜19:00など）。

卒研（約半年間、研究室に所属して研究の基礎を学ぶ）



選択必修科目
・植物科学臨海実習（千葉）
・植物科学野外実習 I（日光植物園）
・植物科学野外実習 II（西表島）
・植物科学野外実習 III（北八ヶ岳）

4年次の必修・選択必修科目

植物科学野外実習 II (西表島実習)
8名限定（基準を満たした人を抽選で決定）
植物科学野外実習 I (日光実習) を履修してい
ることが望ましい。

3年次 A系の学生も履修可
登山経験の有無などが判断基準になる場合
もある。

選択科目
・古気候学・古海洋学
・生態系機構論

など

詳しくは、理学部便覧参照のこと



ベーシックモルビオ (Basic MolBio)

～分子生物学・遺伝学の基本を学ぶ～
・ピペットマンやpHメーター等の実験器具・装置の使い方
・大腸菌・酵母の基本的な取り扱い方
・PCR、クローニング等の基本的な分子生物学的技術の習得
・タンパク質の抽出やY2H等の基本的な生化学的技術の習得
など

白衣・安全メガネは必ず着用！
（マスク・フェイスシールドも！）

メーカーの方によるpHメーター講習会



・植物の屈性のしくみ
オーキシン概念の発見に至った、 1880年のエンバク実験を体験
Darwin の実験、細胞伸長におけるオーキシンの効果
重力屈性変異体解析

・生体膜興奮性の生理学
電気回路モデルおよび実際の神経を用いて
神経伝導の基本を理解

・酵素学・分光学
分光光度計を使ったタンパク質の定量や酵素活性解析

・生態進化発生学
進化の痕跡を比較胚発生から探る実験を体験

バイオクラシックス (Basic MolBio)

〜現代の目で古典的研究を追体験する〜



・パラフィン包埋

・徒手切片法

・走査型電子顕微鏡(SEM)

・間接蛍光抗体

・カルシウムイメージング

バイオクイメージング (Bio Imaging)

～生物を観る：さまざまな可視化技術を習得する ～

JSM-6510 （JEOL社）



植物野外実習

西表島など

小石川植物園

三崎臨海実験所

植物園日光分園

八ヶ岳など

16

野外実習に参加しよう！

旅費・宿泊費の
補助がでます！



群馬

八ヶ岳

三崎

GUNMA

YATSUGATAKE

Misaki

日光
Nikko

実際の調査現場で5日程度の発掘作業を行います。発掘といえどもただ掘るだけ
ではありません。遺物の出土した位置や地層を記録することも大切です。また、
動物化石、植物化石、古環境復元等の分析用の試料収集の一端も学びます。

附属植物園日光分園に宿泊し、分類学の実習を行います。園内観察のほか、白
根山や中禅寺湖、その他周辺の里山にも赴き、植物の分布にも着目して知識を
増やします。そして食事は毎食自炊、学科同期と他学科聴講生で約30人分の
食事をわいわい作って食べます。

冷温帯や亜高山帯における樹木の生態を理解するための実習です。斜面に区画
を張って植物種や分布、占有率などのデータを取り、区画内の木々がどのよう
な戦略で共存しているのかを考え、森林の成り立ちを理解します。自由な課題
を設定して解析も行います。おもに分類学を目的とした他のフィールド実習にく
らべ、実践的な習得の多い実習です。＊実習地は富士山への変更もあり

附属臨海実験所に1週間にわたって泊まり込み、海産生物の分類実習を行いま
す。磯や干潟での採集のほか、ドレッジ採集などなかなか経験できない手法も
用いるため、多様な分類群の動物にじかに触れることができます。採集した生
物をスケッチすることで観察眼を養います。また、希望者は冬の臨海実習にも
参加することができ、こちらでは生理学や発生学を中心とした実験を行います。

Page_14-15

長野
Nagano

　生物学科の最大の特色の一つは、バラ
エティに富んだ野外実習コース群でしょ
う。学科が保有する日光の附属植物園分
園や、三浦の臨海実験所の活用も生物学
科ならではですが、日本各地を舞台に、
いろいろな野外実習メニューを提供し
ますので、それぞれの地域の生態系を実
地で感得できます。対象とする生き物
も、海産動物、海藻、温帯林や亜熱帯
林の動植物など多岐にわたっており、
さまざまな生物に触れる機会が得られる
でしょう。また野外実習ならではのポイ
ントとして、自然地形、天候など、人の

意思ではどうにもならない要素への対処
法、すなわちフィールドワークの基礎も
身につきます。コースによっては、分類
学や生態学のような、古くから野外実習
で扱ってきた分野のみならず、生理学や
発生学などを扱うのも、さまざまな研究
分野を広くカバーする本学科の特徴で
す。南北に長く、標高差も大きな日本列
島の多様な自然環境と、そこに息づく多
様な生物のありかたを知るには、必須の
コースです。

亜熱帯気候・島嶼環境における植
物の生態を現地で学ぶ、もっとも
大規模なフィールドワーク実習の
ひとつです。島のさまざまな環境
に適応して構築された植生は大変
興味深く、腰まで海水に浸かりな
がらマングローブ林を進む経験は
圧巻です。植物以外でも八重山の
固有種が多数観察できます。はた
してイリオモテヤマネコには会え
るのか……?

霊長類の生体観察の実習を行います。ニホンザ
ルが多く生息する地獄谷野猿公苑にて個体識別
や行動の観察を行い、群の仕組みや個体同士の
関係を理解します。性別や年齢による差も興味
深いです。生体調査を目的とした個体捕獲の手
段としての吹き矢の模擬作製も体験します。ま
た、実習で採集したサンプルは、後で行う実験
の材料とします。観察から実験までを学べる実
践的な実習です。

Outdoor Practice
野外実習

西表島
Iriomote Is.

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo

小石川植物園

野外実習に参加しよう！

旅費・宿泊費の
補助がでます！



採集した動物や藻類を分類する

三崎臨海実習（3年生5~6月）



屋久島，神津島，西表島など
日光植物園，八ヶ岳，富士山など

植物学野外実習

富士山
（2018）

西表島
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八ヶ岳
（2020）



人類学野外実習（通称 発掘）



人類学野外実習（通称 サル山）



⾏動観察・記録
担当の猿を決めて⾏動観察を開始します︕



4年⽣の卒研テーマの例
⼈類系
・ 縄⽂時代の頭蓋⾻にみられる外傷の新資料報告と古病理学的解釈
・ Adult Sex Ratioと配偶システムの進化
・ ゲノムから⾒るフィリピンの集団形成史

動物系
・ ⼼臓が⾏動を⽀配するメカニズムの解明に向けて
・ メダカの左右軸形成と発⽣時の温度の関係
・ ワモンゴキブリキノコ体を構成するケニヨン細胞サブタイプの同定の試み

植物系
・ タヌキがイチョウの種⼦散布者となる可能性の検証
・ ペチュニア属の⾃家不和合性システムにおける新規和合化因⼦の実態解明に向けて
・ シロイヌナズナの野⽣系統におけるネオセントロメアの探索



卒業生からのメッセージ

忘れられない
楽しく学んだ 3年次の実習

学問の楽しさに触れる場所
世界の不思議を自分で
考え・動き・調べ・発見

今も私を支えてくれる
理学部での経験

　高校で生物を履修していな
かった私ですが、以前から生
物の脳に興味があったので生
物学科に進学することに決め
ました。
　最初は、授業についていけ
るかどうか不安に思っていま
したが、授業は基礎的なこと
から始まるので、進学選択後
に生物を勉強し始めた自分に
も理解でき、その不安は杞憂
に過ぎませんでした。特に3

年生の実習では、遠くの海

や山などに出て実際の生物に
触れながら学ぶ機会が多くあ
り、そこでとても楽しく学ん
だ内容はきっと忘れられない
でしょう。4年生からは待望
していた脳の研究を実際に行
うようになり、衝動性の神経
基盤についての研究を行いま
した。大学院でも自分の興味
に従ったやりがいのある研究
ができることをうれしく思い
ます。

　生物学科での私の生活は、
とても楽しいものでした。議
論好きな人が多いこと、学問
の歴史と重みを感じる建物・
組織であること、少人数なの
で教員と話す時間が十分持て
たこと、これらの環境がとて
も居心地良く、進学した時に
は将来の進路を決めてはいま
せんでしたが、研究って楽し
い、面白いという気持ちが少
しずつ育っていきました。
　学部の時は動物学コース

（現在のBコース）でしたが、
ヒトに興味が移り、修士課程
から人類学講座に進学しまし
た。
　現在は骨や考古遺物から
DNAを分析するという、自然
人類学と考古学にまたがる研
究をコペンハーゲン大学で行
っています。生物学科で学ん
だ知識と経験は、今の研究の
基礎となり日々役立っていま
す。

　生物学科で、3年次は基礎
生物学系、4年次は人類学系
の内容を学びました。そして
今は、国会・法律・税制etc.

と日々格闘しております。
　「りなま」で自分の好きなこ
とをしっかり学べたからこそ、
私は大好きな生物学から卒業
してまったく違う道を選択で
きました。自分の好きなこと
はここにあるが、やりたいこと
はまた違うところにある、と気
付くことができたからです。

　現在、理学部で学んだ 「知
識」 を活かす機会はほぼゼロ
です。ただ理学部で積んだ「経
験」 は、今までもこれからも私
を支えてくれています。
　最終的にどんな道に進むと
しても、自分の好きなことを
しっかり学んだという経験は
何にもかえられない貴重なも
の。心の従うままに思い切っ
て自分の道を選んでみてくだ
さい。そこからしか見えない
景色は、たくさんあります。

　生物学科では4年生から研
究室に配属され、研究の一
端を経験できます。私は学
部 4年から修士課程の間、
Chlamydomonasの走光性調節
機構について研究していまし
た。
　生物学科には世界の不思議
を自分で考え・動き・調べ・
発見する理学ならではの面白
さ、それを可能にする環境が
整っています。「自分で考え
動く」 ことは社会でも重要な

要素です。言われたことをや
るだけでは大したValueは発
揮できません。理学部での生
活でこの基本姿勢を学ぶこと
ができたと思います。また、
当然ですが、一学生の力のみ
では研究を前進させることは
できません。「チーム（指導
教官・先輩）を巻き込みなが
ら前進する」 姿勢も研究生活
で得た重要な財産であり、会
社生活でも大いに役立ってい
ます。

奥山 圭
2017年度  生物学科卒業 
東京大学  理学系研究科  生物科学専攻  修士課程

澤藤りかい
2017年生物科学専攻博士課程修了
日本学術振興会特別研究員（CPD）

水﨑由貴
2016年度  生物学科卒業
経済産業省

持地翔太
2012年度  生物科学専攻  修士課程修了
住友商事株式会社

Department of Biological Sciences, 
Faculty of Science, The University of Tokyo
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　生物学科の卒業生、生物科学専攻の
修了生の多くは、大学をはじめとする研
究機関で、その重要なメンバーとして活
躍しています。下のグラフは、2012年
3月～2022年 3月の生物学科卒業生270

名、生物科学専攻修士課程修了生715名、
博士課程修了生252名の卒業後の進路を
示しています。学部卒業生の74％が生
物科学専攻修士課程に進み、修士課程
修了生の35%が同博士課程に進んでい
ることがわかります。同専攻博士課程修
了生はその36%が、研究職ないしは研究
に関連した職についています。その中に
は、大学教員、国内および国外でのポス
トドクトラルフェロー（博士研究員）、
国公立および民間の研究所の研究員が
含まれます。

さまざまな分野に活躍の場があります

生物科学専攻博士課程進学  300名

理学系研究科進学  200名

 ポストドクトラルフェロー
（学振特別研究員など国内研究機構）  68名

他研究科・
他大学大学院等への進学  18名

国公立研究所・民間企業研究所・
民間企業など  285名

就職・研究生・その他  126名

就職・その他  52名

研究生・その他  121名

国公立研究所・民間研究所  19名他研究所・他大学への進学  9名

ポストドクトラルフェロー
（国外の大学・研究所など） 3名

大学（助手など）・官公庁  36名

学部卒業生

2012年 3月以降
主な就職先（順不同）

修士課程修了生 博士課程修了生

ジョンソン・エンド・ジョンソン、ベ
ネッセコーポレーション、医学書院、
大島造船所、医学部学士編入、北海道
大学医学部研究科、経済産業省

【海外の大学・国立研究機関・官公庁
など】
Max Planck Institute、 National Institutes 
of Health、 Baylor College of Medicine、
Imperial College London、Heidelberg 
University、University of Cal i fornia 
Davis、日本学術振興会、国立遺伝学研
究所、自然科学研究機構、物質・材料
研究機構、理化学研究所、産業技術総
合研究所、国立国会図書館、環境省、
防衛省、農林水産省、特許庁、国際協
力機構、全国農業協同組合連合、博物
館、県庁、市役所など
【民間企業・他】
アステラス製薬、GEヘルスケア・ジ
ャパン、住友化学、小林製薬、第一三共、
中外製薬、医学生物学研究所、ノバル
ティスファーマ、ファスマック、グ
ラクソ・スミスクライン、本田技研工
業、日本 IBM、日立製作所、興和、東
レ、東京ガス、NECソフト、NTT東日
本、パナソニック、住友商事、三菱商
事、日本経済新聞社、味の素、協和発
酵キリン、グリコ乳業、森永乳業、サ
ントリーホールディングス、宝酒造、
JT、DeNA、富士通ビー・エス・シー、
avex、NHK、長谷工コーポレーショ
ン、ベネッセコーポレーション、アク
センチュア、野村総合研究所、医学出
版、東京書籍、三菱化学メディエンス、
住友生命保険相互、ゆうちょ銀行、シ
ティバンク銀行、りそな銀行、高島屋、
ロッテ、リクルート、全日本空輸、み
ずほ証券、モルガン・スタンレー・ジ
ャパン、マッキンゼー・アンド・カン
パニー、帝人、日清製粉、東京電力、
大鵬薬品工業、ライオン、P&G など

学部卒業生

大学院（修士・博士課程）修了生
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卒業生からのメッセージ

忘れられない
楽しく学んだ 3年次の実習

学問の楽しさに触れる場所
世界の不思議を自分で
考え・動き・調べ・発見

今も私を支えてくれる
理学部での経験

　高校で生物を履修していな
かった私ですが、以前から生
物の脳に興味があったので生
物学科に進学することに決め
ました。
　最初は、授業についていけ
るかどうか不安に思っていま
したが、授業は基礎的なこと
から始まるので、進学選択後
に生物を勉強し始めた自分に
も理解でき、その不安は杞憂
に過ぎませんでした。特に3

年生の実習では、遠くの海

や山などに出て実際の生物に
触れながら学ぶ機会が多くあ
り、そこでとても楽しく学ん
だ内容はきっと忘れられない
でしょう。4年生からは待望
していた脳の研究を実際に行
うようになり、衝動性の神経
基盤についての研究を行いま
した。大学院でも自分の興味
に従ったやりがいのある研究
ができることをうれしく思い
ます。

　生物学科での私の生活は、
とても楽しいものでした。議
論好きな人が多いこと、学問
の歴史と重みを感じる建物・
組織であること、少人数なの
で教員と話す時間が十分持て
たこと、これらの環境がとて
も居心地良く、進学した時に
は将来の進路を決めてはいま
せんでしたが、研究って楽し
い、面白いという気持ちが少
しずつ育っていきました。
　学部の時は動物学コース

（現在のBコース）でしたが、
ヒトに興味が移り、修士課程
から人類学講座に進学しまし
た。
　現在は骨や考古遺物から
DNAを分析するという、自然
人類学と考古学にまたがる研
究をコペンハーゲン大学で行
っています。生物学科で学ん
だ知識と経験は、今の研究の
基礎となり日々役立っていま
す。

　生物学科で、3年次は基礎
生物学系、4年次は人類学系
の内容を学びました。そして
今は、国会・法律・税制etc.

と日々格闘しております。
　「りなま」で自分の好きなこ
とをしっかり学べたからこそ、
私は大好きな生物学から卒業
してまったく違う道を選択で
きました。自分の好きなこと
はここにあるが、やりたいこと
はまた違うところにある、と気
付くことができたからです。

　現在、理学部で学んだ 「知
識」 を活かす機会はほぼゼロ
です。ただ理学部で積んだ「経
験」 は、今までもこれからも私
を支えてくれています。
　最終的にどんな道に進むと
しても、自分の好きなことを
しっかり学んだという経験は
何にもかえられない貴重なも
の。心の従うままに思い切っ
て自分の道を選んでみてくだ
さい。そこからしか見えない
景色は、たくさんあります。

　生物学科では4年生から研
究室に配属され、研究の一
端を経験できます。私は学
部 4年から修士課程の間、
Chlamydomonasの走光性調節
機構について研究していまし
た。
　生物学科には世界の不思議
を自分で考え・動き・調べ・
発見する理学ならではの面白
さ、それを可能にする環境が
整っています。「自分で考え
動く」 ことは社会でも重要な

要素です。言われたことをや
るだけでは大したValueは発
揮できません。理学部での生
活でこの基本姿勢を学ぶこと
ができたと思います。また、
当然ですが、一学生の力のみ
では研究を前進させることは
できません。「チーム（指導
教官・先輩）を巻き込みなが
ら前進する」 姿勢も研究生活
で得た重要な財産であり、会
社生活でも大いに役立ってい
ます。

奥山 圭
2017年度  生物学科卒業 
東京大学  理学系研究科  生物科学専攻  修士課程

澤藤りかい
2017年生物科学専攻博士課程修了
日本学術振興会特別研究員（CPD）

水﨑由貴
2016年度  生物学科卒業
経済産業省

持地翔太
2012年度  生物科学専攻  修士課程修了
住友商事株式会社
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　生物学科の卒業生、生物科学専攻の
修了生の多くは、大学をはじめとする研
究機関で、その重要なメンバーとして活
躍しています。下のグラフは、2012年
3月～2022年 3月の生物学科卒業生270

名、生物科学専攻修士課程修了生715名、
博士課程修了生252名の卒業後の進路を
示しています。学部卒業生の74％が生
物科学専攻修士課程に進み、修士課程
修了生の35%が同博士課程に進んでい
ることがわかります。同専攻博士課程修
了生はその36%が、研究職ないしは研究
に関連した職についています。その中に
は、大学教員、国内および国外でのポス
トドクトラルフェロー（博士研究員）、
国公立および民間の研究所の研究員が
含まれます。

さまざまな分野に活躍の場があります

生物科学専攻博士課程進学  300名

理学系研究科進学  200名

 ポストドクトラルフェロー
（学振特別研究員など国内研究機構）  68名

他研究科・
他大学大学院等への進学  18名

国公立研究所・民間企業研究所・
民間企業など  285名

就職・研究生・その他  126名

就職・その他  52名

研究生・その他  121名

国公立研究所・民間研究所  19名他研究所・他大学への進学  9名

ポストドクトラルフェロー
（国外の大学・研究所など） 3名

大学（助手など）・官公庁  36名

学部卒業生

2012年 3月以降
主な就職先（順不同）

修士課程修了生 博士課程修了生

ジョンソン・エンド・ジョンソン、ベ
ネッセコーポレーション、医学書院、
大島造船所、医学部学士編入、北海道
大学医学部研究科、経済産業省

【海外の大学・国立研究機関・官公庁
など】
Max Planck Institute、 National Institutes 
of Health、 Baylor College of Medicine、
Imperial College London、Heidelberg 
University、University of Cal i fornia 
Davis、日本学術振興会、国立遺伝学研
究所、自然科学研究機構、物質・材料
研究機構、理化学研究所、産業技術総
合研究所、国立国会図書館、環境省、
防衛省、農林水産省、特許庁、国際協
力機構、全国農業協同組合連合、博物
館、県庁、市役所など
【民間企業・他】
アステラス製薬、GEヘルスケア・ジ
ャパン、住友化学、小林製薬、第一三共、
中外製薬、医学生物学研究所、ノバル
ティスファーマ、ファスマック、グ
ラクソ・スミスクライン、本田技研工
業、日本 IBM、日立製作所、興和、東
レ、東京ガス、NECソフト、NTT東日
本、パナソニック、住友商事、三菱商
事、日本経済新聞社、味の素、協和発
酵キリン、グリコ乳業、森永乳業、サ
ントリーホールディングス、宝酒造、
JT、DeNA、富士通ビー・エス・シー、
avex、NHK、長谷工コーポレーショ
ン、ベネッセコーポレーション、アク
センチュア、野村総合研究所、医学出
版、東京書籍、三菱化学メディエンス、
住友生命保険相互、ゆうちょ銀行、シ
ティバンク銀行、りそな銀行、高島屋、
ロッテ、リクルート、全日本空輸、み
ずほ証券、モルガン・スタンレー・ジ
ャパン、マッキンゼー・アンド・カン
パニー、帝人、日清製粉、東京電力、
大鵬薬品工業、ライオン、P&G など

学部卒業生

大学院（修士・博士課程）修了生
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2012年～2022年3月

卒業後の進路について

卒業生からのメッセージ

忘れられない
楽しく学んだ 3年次の実習

学問の楽しさに触れる場所
世界の不思議を自分で
考え・動き・調べ・発見

今も私を支えてくれる
理学部での経験

　高校で生物を履修していな
かった私ですが、以前から生
物の脳に興味があったので生
物学科に進学することに決め
ました。
　最初は、授業についていけ
るかどうか不安に思っていま
したが、授業は基礎的なこと
から始まるので、進学選択後
に生物を勉強し始めた自分に
も理解でき、その不安は杞憂
に過ぎませんでした。特に3

年生の実習では、遠くの海

や山などに出て実際の生物に
触れながら学ぶ機会が多くあ
り、そこでとても楽しく学ん
だ内容はきっと忘れられない
でしょう。4年生からは待望
していた脳の研究を実際に行
うようになり、衝動性の神経
基盤についての研究を行いま
した。大学院でも自分の興味
に従ったやりがいのある研究
ができることをうれしく思い
ます。

　生物学科での私の生活は、
とても楽しいものでした。議
論好きな人が多いこと、学問
の歴史と重みを感じる建物・
組織であること、少人数なの
で教員と話す時間が十分持て
たこと、これらの環境がとて
も居心地良く、進学した時に
は将来の進路を決めてはいま
せんでしたが、研究って楽し
い、面白いという気持ちが少
しずつ育っていきました。
　学部の時は動物学コース

（現在のBコース）でしたが、
ヒトに興味が移り、修士課程
から人類学講座に進学しまし
た。
　現在は骨や考古遺物から
DNAを分析するという、自然
人類学と考古学にまたがる研
究をコペンハーゲン大学で行
っています。生物学科で学ん
だ知識と経験は、今の研究の
基礎となり日々役立っていま
す。

　生物学科で、3年次は基礎
生物学系、4年次は人類学系
の内容を学びました。そして
今は、国会・法律・税制etc.

と日々格闘しております。
　「りなま」で自分の好きなこ
とをしっかり学べたからこそ、
私は大好きな生物学から卒業
してまったく違う道を選択で
きました。自分の好きなこと
はここにあるが、やりたいこと
はまた違うところにある、と気
付くことができたからです。

　現在、理学部で学んだ 「知
識」 を活かす機会はほぼゼロ
です。ただ理学部で積んだ「経
験」 は、今までもこれからも私
を支えてくれています。
　最終的にどんな道に進むと
しても、自分の好きなことを
しっかり学んだという経験は
何にもかえられない貴重なも
の。心の従うままに思い切っ
て自分の道を選んでみてくだ
さい。そこからしか見えない
景色は、たくさんあります。

　生物学科では4年生から研
究室に配属され、研究の一
端を経験できます。私は学
部 4年から修士課程の間、
Chlamydomonasの走光性調節
機構について研究していまし
た。
　生物学科には世界の不思議
を自分で考え・動き・調べ・
発見する理学ならではの面白
さ、それを可能にする環境が
整っています。「自分で考え
動く」 ことは社会でも重要な

要素です。言われたことをや
るだけでは大したValueは発
揮できません。理学部での生
活でこの基本姿勢を学ぶこと
ができたと思います。また、
当然ですが、一学生の力のみ
では研究を前進させることは
できません。「チーム（指導
教官・先輩）を巻き込みなが
ら前進する」 姿勢も研究生活
で得た重要な財産であり、会
社生活でも大いに役立ってい
ます。

奥山 圭
2017年度  生物学科卒業 
東京大学  理学系研究科  生物科学専攻  修士課程

澤藤りかい
2017年生物科学専攻博士課程修了
日本学術振興会特別研究員（CPD）

水﨑由貴
2016年度  生物学科卒業
経済産業省

持地翔太
2012年度  生物科学専攻  修士課程修了
住友商事株式会社
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　生物学科の卒業生、生物科学専攻の
修了生の多くは、大学をはじめとする研
究機関で、その重要なメンバーとして活
躍しています。下のグラフは、2012年
3月～2022年 3月の生物学科卒業生270

名、生物科学専攻修士課程修了生715名、
博士課程修了生252名の卒業後の進路を
示しています。学部卒業生の74％が生
物科学専攻修士課程に進み、修士課程
修了生の35%が同博士課程に進んでい
ることがわかります。同専攻博士課程修
了生はその36%が、研究職ないしは研究
に関連した職についています。その中に
は、大学教員、国内および国外でのポス
トドクトラルフェロー（博士研究員）、
国公立および民間の研究所の研究員が
含まれます。

さまざまな分野に活躍の場があります

生物科学専攻博士課程進学  300名

理学系研究科進学  200名

 ポストドクトラルフェロー
（学振特別研究員など国内研究機構）  68名

他研究科・
他大学大学院等への進学  18名

国公立研究所・民間企業研究所・
民間企業など  285名

就職・研究生・その他  126名

就職・その他  52名

研究生・その他  121名

国公立研究所・民間研究所  19名他研究所・他大学への進学  9名

ポストドクトラルフェロー
（国外の大学・研究所など） 3名

大学（助手など）・官公庁  36名

学部卒業生

2012年 3月以降
主な就職先（順不同）

修士課程修了生 博士課程修了生

ジョンソン・エンド・ジョンソン、ベ
ネッセコーポレーション、医学書院、
大島造船所、医学部学士編入、北海道
大学医学部研究科、経済産業省

【海外の大学・国立研究機関・官公庁
など】
Max Planck Institute、 National Institutes 
of Health、 Baylor College of Medicine、
Imperial College London、Heidelberg 
University、University of Cal i fornia 
Davis、日本学術振興会、国立遺伝学研
究所、自然科学研究機構、物質・材料
研究機構、理化学研究所、産業技術総
合研究所、国立国会図書館、環境省、
防衛省、農林水産省、特許庁、国際協
力機構、全国農業協同組合連合、博物
館、県庁、市役所など
【民間企業・他】
アステラス製薬、GEヘルスケア・ジ
ャパン、住友化学、小林製薬、第一三共、
中外製薬、医学生物学研究所、ノバル
ティスファーマ、ファスマック、グ
ラクソ・スミスクライン、本田技研工
業、日本 IBM、日立製作所、興和、東
レ、東京ガス、NECソフト、NTT東日
本、パナソニック、住友商事、三菱商
事、日本経済新聞社、味の素、協和発
酵キリン、グリコ乳業、森永乳業、サ
ントリーホールディングス、宝酒造、
JT、DeNA、富士通ビー・エス・シー、
avex、NHK、長谷工コーポレーショ
ン、ベネッセコーポレーション、アク
センチュア、野村総合研究所、医学出
版、東京書籍、三菱化学メディエンス、
住友生命保険相互、ゆうちょ銀行、シ
ティバンク銀行、りそな銀行、高島屋、
ロッテ、リクルート、全日本空輸、み
ずほ証券、モルガン・スタンレー・ジ
ャパン、マッキンゼー・アンド・カン
パニー、帝人、日清製粉、東京電力、
大鵬薬品工業、ライオン、P&G など

学部卒業生

大学院（修士・博士課程）修了生
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After graduation
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・ 多様な⽣き物に触れることができる
・ ミクロからマクロ、ウェットからドライの様々な
研究のアプローチを体験できる
・ 個⼈の興味に根差した⾃由な視点からの
研究ができる

生物学科はこんなところ！

生物学科HP http://www.bs.s.u-tokyo.ac.jp/biol/



生物学科で有意義な
学生生活を

楽しみましょう！


